
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１教区第２番長楽寺 

住所：福島県福島市舟場町３－１０ 

 

寺院の被害 

・地震により、本堂、庫裡、その他の建物が大規模半壊となった。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

・境内にある墓地の９５％ぐらいが被害を受けた。 

寺院の現状 

・寺院所在地の放射線量は高い。特に、境内や外の掃除の時に、神経質に

なってしまう。 

・修繕のために寺院会計のほとんどを支出せざるを得なかった。 

檀信徒の現状 ・震災で自宅に住めなくなった檀家があるが、居住先は把握できている。 

地域の現状 

・放射線量の問題があったが、行政が平成２５年３月１８日から約６か月

かけて除染を行い、放射線量がかなり低くなってきた。近所の保育所の

園児が散歩できるようになったことは喜ばしい。 

復興の状況 

・８割程度復旧が進んだ。 

・本堂、庫裡をはじめとする罹災建物の復旧はほぼ終了したが、お寺の周囲

の塀の修繕までは、全く手が届かない状況である。 

（H25.12.17現在） 

 

  
 

本堂、庫裡の屋根が４か所陥没する等被害は大きかった。写真は、最初に修復工事をした本堂屋

根の一部分のものであるが、当時は建物全体の外側も内側も足場だらけであった。（撮影日不明） 


